





























に記載がみられる。まず『地方凡例録』には「古来検地条目之事」 「一、田畑上中下の位付専一に候、 」とあり、田畑は上中下に位付けすることがわかる。次いで『牧民金鑑』には「元禄七戌年四月検地條目」に「一、田畑位付之義、大方上中下三段ニ候」とあり、田畑の等級は大方上中下の三段に位付けされていることがわかる。こ ように『地 凡例録』 、 『牧民金鑑』には印田の記載 みられない。　
それでは、三佛寺の開改帳に数多く記載のある印田とは、ど




























享和 （ （80（ 開改帳（（6号）*
文化 （ （80（ 新開改帳（（7号）*
文化 9 （8（（ 年々開改帳（（8号）*
文政 7 （8（（ 新開改帳（（9号）*
























































































































































































































〔表 2〕三佛寺文書　第 2函 2 号　地詰帳（中田）
田積 （ 反 9 畝（8歩半
石高 （ 石 （ 斗 9 升 （ 合
田地の等級 中田
石盛 （ 石 5 斗
（8. 5÷（0＝0. 95
①　（. （9（÷（. 995＝（. 5
〔表 3〕三佛寺文書　第 2函 2 号　地詰帳（下田）
田積 （ 反 9 畝 8 歩（（半
石高 （ 石 8 斗 6 升 （ 合
田地の等級 下田
石盛 （ 石 （ 斗
（（. 5÷（0＝0. 7（66･･･
①　（. 86（÷（. 97（6＝（. （999･･･
〔表 4〕三佛寺文書　第 2函 2 号　地詰帳（下々田）
田積 （ 反 5 畝（（歩半
石高 （ 石 9 斗 （ 合
田地の等級 下々田
石盛 （ 石 （ 斗
（（. 5÷（0＝0. （8（（･･･
①　（. 90（÷（. 5（8（＝（. 0999･･･
〔表 5〕三佛寺文書　第 2函 7 号　新開改帳
田積 （ 町 （ 反 （ 畝（8歩
石高 （7石 （ 斗 9 升 5 合
田地の等級 印田
（8÷（0＝0. 9（（（･･･
①　（7. （95÷（（. （9（＝0. 8
〔表 6〕三佛寺文書　第 2函12号　新開改帳（印田）
田積 （ 反 （ 畝（7歩
石高 （ 石 5 斗 7 升 6 合
田地の等級 印田
（7. （÷（0＝0. 58（（…
①　（. 576÷（. （58（＝0. 80（0･･･
〔表 7〕三佛寺文書　第 2函15号　新田改帳
田積 （ 反 7 畝 8 歩
石高 （ 石 （ 斗 8 升 （ 合
田地の等級 印田
8 ÷（0＝0. （666･･･
①　（. （8（÷（. 7（66＝0. 7998･･･
「印田」考（（5





























































































下々田一石四斗一石三斗一石二斗一石一斗一石 九斗 八斗 七斗 六斗
印下々田一石二斗一石一斗
一石 九斗 八斗 七斗 六斗 五斗 四斗
上畠
一石四斗一石三斗一石二斗一石一斗
一石 九斗 八斗 七斗 六斗
中畠
一石二斗一石一斗
一石 九斗 八斗 七斗 六斗 五斗 四斗
畠田 一石 九斗 八斗 七斗 六斗 五斗 四斗 三斗 二斗
下々畠八斗 七斗 六斗 五斗 四斗 三斗 二斗 一斗
印下々畠



































































































































































































 印田と印下々田は性格が類似して ることから、同一 等級を示す。また、印下々 を印田と省略し土 台帳へ記載した可能性が高いと考える。
 
④





























































































































島郡藤戸浦の検地帳から土地 等級 「上田二石、中田一石八斗、下田一斗五斗、下々田一石三斗 ひえ田一石三斗、永荒田八斗、上畠一石五斗 中畠一石三斗、下畠一 下々畠九斗、永荒七斗、屋敷一石五斗」 記 いる。さらに、寛永五年（一六二八）和気郡之内北方村田方御検地帳から「慶長検地帳の場合と同様 ある。その石盛決定の仕方も同様であったと考えられる」と述べている。
 
（
（9） 『新修島根県史』通史篇―考古・古代・中世・近世
 第一章
 第四節
 検地と租税制度（島根県、一九八四年） 。堀尾氏の
検地については「大体慶長七年に行われているが、例外的には慶長八、九年に行われた所もあり、またその後慶長一四年から寛永八年にかけて再度の検地を実施した例も認められる」 述べ
 
（
（0）前掲注（
（0） 。
 
（
（（）前掲注（
（0） 。これ以降は新田検地の補正が実施されている。
 
（（6
（（（）
岩崎左久次、寛永一〇年（一六三三）～元禄三年（一六九〇） 。松江藩士。承応二年（一六五三）から明暦三年（一六
五七 までは春秋検地見立御用を務めている。万治元年（一六五八）郷方役、寛文六年（一六六六）地方役、延宝七年（一六七九）郡奉行を歴任する。
 
（
（（）小野武夫編『近世地方経済史料』
 第六巻（吉川弘文館、一九七〇年） 。
 
（
（（）前掲注（
（（）。
 
（
（5）前掲注
（（）。
 
（
（6）小野武夫編『近世地方経済史料』
 第八巻（吉川弘文館、一九七〇年） 。
 
（
（7）石倉思敬は出雲国松江の人物であるが、その詳細については不明である。
 
（
（8）母里藩とは、出雲国母里の伯太に藩庁を置いた藩であり、松江藩の支藩である。寛文六年（一六六六）二代藩主松平綱隆は父直政の遺領を弟の隆政へ分与したことで成立した。
 
（
（9） 『新修島根県史』史料篇
 二
 近世（上）出雲・隠岐（島根県
 、一九八四年） 。
 
「印田」考（（7
